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●会　長　綿引　甚介　会長エレクト　水越　光男
●幹　事　米田　英雄　副会長　　　　鈴木　憲一
　　　　　　　　　　　副幹事　　　　兼子　充裕

幹 事 報 告

出席報告 会 員 数 出 席 数 欠 席 数 本日出席率

地区スローガン：ロータリーに魅力を・一人一人が輝きを！
クラブ会長方針：全員参加で素晴らしいクラブに！RIテーマ：人類に奉仕するロータリー

７月第２例会 ７月８日（金）

第３分区ガバナー補佐 幡谷　誠会員
　　　　　　……
ガバナー補佐セクレタリー 但野友久会員
　　　　　　……
米田英雄会員……
長谷川國雄会員…
志村　保会員……
井澤卓司会員……

田口喜三郎会員…

橋本　哲会員……

軍司由佳会員……
上野義哉会員……
石川啓司会員……

太田聖史会員……

■ニコニコBOX（７月８日（金）扱）

■ゲスト

この計　　 12件　　 39,000円

今年一年、ご協力お願いします。

今年一年間、どうぞ宜しくお願い致します。
幡谷ガバナー補佐、一年間宜しくお願い致します。
綿引会長、米田幹事の就任を祝って。
本年度もニコニコを宜しくお願いします。
７月10日㈰開催のクラブ奉仕研究会は、水戸南RC
がホストを務めます。赤岩会場委員長始め、委員会
の皆様宜しくお願い致します。
綿引会長、米田幹事、各委員長の皆さん、この一年
間頑張って下さい。
もうすぐ当クラブの会員が100名となります。100
人目の新入会員勧誘にご協力お願い致します。
今年度も宜しくお願いします。
遅れましたが、本年度も宜しくお願いします。
明日、筑西市ダイヤモンドホールで開催される地区
財団セミナーへ代理出席して参ります。
志村さんは私が入会した年の幹事でした。今年は副
委員長ということで、お世話になります。

第３分区ガバナー補佐　　　幡谷　誠会員（水戸RC）
ガバナー補佐セクレタリー　但野友久会員（水戸RC）

■ビジター
水戸RC　　横須賀満夫会員

■会員メークアップ
7/ 1 　ガバナー就任式D3810　　 鈴木憲一
7/ 1 　全国ガバナー会　　　長谷川國雄　　佐藤　衛
7/ 2 　歯科医療奉仕　　　　鈴木憲一
7/ 3 　歯科医療奉仕　　　　佐藤　衛
7/ 4 　ワールド大阪REC　　工藤貴正
7/ 6 　諮問委員会　　　　　長谷川國雄
7/ 9 　ロータリー財団研究会　　石川啓司
7/10　クラブ奉仕研究会

井澤卓司　　綿引甚介　　水口二良　　米田英雄
野口英壽　　長洲雅彦　　菊池秀機　　島根昌明
赤岩賢二　　上野義哉　　原口一吉

牛舌入りフランクのグリルとカレーライス
季節の野菜を添えて

季節のサラダ

コーヒー

会食メニュー

１. 職業奉仕研究会が開催されます。
日　時：７月24日㈰　10:00～15:00
場　所：三の丸ホテル　TEL.029-221-3011
出席者：河野正政職業奉仕委員長

２. 社会奉仕研究会が開催されます。
日　時：７月30日㈯　10:00～15:00
場　所：三の丸ホテル　TEL.029-221-3011
出席者：奈良早苗社会奉仕委員長

３. 地区国際奉仕研究会が開催されます。
日時：７月31日㈰　10:00～16:00
場所：ホテルグランド東雲　TEL.029-856-2211
出席者：髙野賢国際奉仕委員長

４. 2016-2017年度予算について
各委員会毎の予算が決定致しました。

５. 新会員候補者について
本日、３名の新会員候補者の公表を致しました。

６. 次回例会日程
日　時：７月29日㈮18:30～
場　所：水戸プラザホテル
内　容：前年度出席100％会員表彰

７月誕生祝い
クラブ懇談会

＊７月22日㈮は、定款第７条１-Cにより休会とな
ります。
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７月第３例会プログラム
2016年７月15日（金）

 1. 点鐘・開会
 2. ロータリーソング
 3. ビジター・ゲスト紹介
 4. ロータリーの時間

　「今年度の方針について」 米田英雄幹事
 5. 会　食
 6. 会務報告（出席状況報告、ニコニコＢＯＸ、

ロータリー財団、米山記念奨学、その他）
 7. 幹事報告
 8. クラブ協議会「委員会事業計画発表⑵」

雑誌、プログラム、奉仕プロジェクト、職業奉仕、
社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕、
姉妹・友好クラブ交流、ロータリー財団、
米山記念奨学、ニコニコＢＯＸ、会計

 9. ロータリーソング
10. 点鐘・閉会
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前　週訂正出席率73.86％
前々週訂正出席率78.89％93名 59名 34名 67.82％７月第２例会（７月８日）

出席状況

※今年度より各委員会事業計画発表については、「クラブ協議会」となります。
　各委員会発表の後に質疑→承認を受けるようになります。（綿引会長が議事を進行）

■米山BOX（７月８日（金）扱）
小路　實会員……米山功労者献金（第７回）

10,000円（累計170,000円）
赤岩賢二会員……米山功労者献金（第１回）

10,000円（累計110,000円）
川﨑紀子会員……米山功労者献金（第10回）

10,000円（累計100,000円）
村澤義行会員……準米山功労者献金（第３回）

10,000円（累計  30,000円）

この計　　4件　　40,000円

■ロータリー財団BOX（７月８日（金）扱）
鈴木憲一会員……メモリアル・コントリビューター
（亡き母　イヨの為に）財団の友献金（第８～10回）

＄300　30,600円（累計＄12,000）
金澤一史会員……財団の友献金　ポリオプラス（第２回）

＄100　10,200円（累計 ＄8,200）
斎藤孝夫会員……財団の友献金（第３回）

＄100　10,200円（累計 ＄4,300）
菊池秀機会員……財団の友献金（第４回）

＄100　10,200円（累計 ＄2,400）
高柳益美会員……財団の友献金（第６回）

＄100　10,200円（累計 ＄1,600）
宇留野秀一会員…財団の友献金（第５回）

＄100　10,200円（累計 ＄500）

この計　　6件　　＄800　　81,600円



郡司出席委員長

深谷広報委員長

赤岩会場運営委員長

奈良社会奉仕委員長

米川親睦活動副委員長

長洲IT資料委員長

７月第２例会 ７月８日（金）
2－Vol.44  No3（第2072） Vol.44  No3（第2072）－5

2016－2017年度　委員会事業計画
雑誌委員会

委員長　野口　英壽
１.基本方針
　購読を義務づけられている「ロータリーの友」の
読書意欲を向上させ、ロータリアンとしての誇りと
見識を高め、ロータリークラブへの理解を深める。

２.事業計画
⑴第一例会に於いて「ロータリーの友」の記事を紹
介する。

⑵雑誌月間に卓話をする。
⑶「ロータリーの友」への投稿を会員の皆様に積極
的にお願いし、掲載されるよう努力いたします。

⑷地域内の関係高等学校に送付。

プログラム委員会
委員長　 岡村　太郎

１.基本方針
　年間・月間のプログラムを作成し、適切な時間配
分と、スムーズな司会進行を委員会全員で力をあわ
せて担当していきます。
　楽しくアットホームな例会の雰囲気を作っていき
ながら、ビジターやゲストの方々にお褒め頂ける様
なマナーの向上を目指していきます。また、卓話の
選考には各月間に因んだ魅力ある話題を提供し、例
会に参加することが楽しくなり出席率の向上に寄与
出来るようなプログラムを目指していきます。

２.事業計画
⑴年間プログラムを作成する。
⑵理事、役員会に当月及び次月の例会プログラムを
提案、検討する。
・卓話者の選定依頼
・イニシエーションスピーチの依頼
・外部講師による卓話の提案依頼

⑶毎月最終例会に「親睦の時間」を設ける。
⑷週報に次週例会予告を掲載する。
⑸各委員会と連携をし、例会の進行をスムーズに行
う。

⑹移動例会に際しては、各担当委員会と協力する。
⑺例会中のマナー向上に対しては、会場運営委員会
やニコニコBOX委員会と協力をしながら厳粛に
行う。

　みなさんこんにちは。本年度、第３分区のガバナー補佐を務めます、幡谷誠
でございます。
　年当初の貴重な例会にお時間を頂き、ありがとうございます。本日は、但野
セクレタリーと共に新年度のご挨拶にまいりました。
　本年度は、諮問委員の佐藤パストガバナー・長谷川パストガバナー、クラブ奉仕総括委員長の井澤様・
クラブ奉仕に長洲様、篠原様、青少年奉仕に竹内様、国際奉仕に石川様と大勢の方を地区に出して頂きあ
りがとうございます。
　４年前、私が水戸ロータリークラブの会長の時、水戸南ロータリークラブの会長は松本さん、幹事は島
根さんでした。これから一年、私を応援して頂けるものと心強く思っております。尚、分区の親善ゴルフ
大会は10月31日㈪、スターツ笠間GCで小林大次郎実行委員長のもと開催いたします。また、第３分区の
IMは来年の２月５日㈰、安徹実行委員長のもと、三の丸ホテルで開催いたします。皆様のご参加をお願い
いたします。綿引会長、米田幹事のもと水戸南ロータリークラブの益々の発展を祈念し、この一年、地区
へのご協力をお願い申し上げます。
　別件で申し訳ありません。水戸ジュニアオーケストラにご支援いただき感謝いたします。

奉仕プロジェクト 
委員長　根本　　次

１.基本方針
　職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕、姉
妹・友好クラブ交流、の各委員会が効果的に活動で
きるよう、調整を図っていきたい。

２.事業計画
⑴各委員会同士が連携、協力しあい、各委員会の事
業計画をもとに、より良い奉仕活動の実践を目指
す。
⑵奉仕活動へ多くの会員が参加できるよう、情報を
提供し、奉仕活動を通じてロータリークラブのイ
メージ推進を目指す。

職業奉仕
委員長　河野　正政

１.基本方針
　職業奉仕の意義と目的、委員会活動などを会員に
理解していただくとともに「四つのテスト」に基づ
き、各自の職業を通じて社会に奉仕することを提
唱、ロータリークラブとして地域社会に「奉仕の理
想」を実践していく。

２.事業計画
①職業奉仕の実践に不可欠な「四つのテスト」を例
会場に掲示する。
②「職業奉仕月間」においては、地域社会に貢献す
る企業へ職場訪問を行う。
③当クラブ会員の職業を理解するために各会員の事
業所を訪問取材して、週報等に定期的に掲載す
る。

社会奉仕
委員長　奈良　早苗

１.基本方針
　地域住民の生活向上及び公共の為に奉仕すること
は、正にロータリーの責務であります。
　社会奉仕委員会は“超我の奉仕”に基づき、奉仕に
役立つ支援や援助を実践する委員会でもあります。

２.事業計画
⑴継続的に地域でボランティア活動を行っている団
体・グループに対し支援する。
⑵地域住民、子供の安全を守る為、事故や事件を未
然に防ぐ為の事業を行う。
⑶水戸市内の小学校講堂に緞帳を寄贈する。
⑷ロータリーのメンバー及び家族も含め、知恵と労
力を結集した事業を行う。

就 任 挨 拶
国際ロータリー第2820地区
第３分区ガバナー補佐

幡谷　誠（水戸RC）



郡司出席委員長

深谷広報委員長

赤岩会場運営委員長

奈良社会奉仕委員長

米川親睦活動副委員長

長洲IT資料委員長

７月第２例会 ７月８日（金）
2－Vol.44  No3（第2072） Vol.44  No3（第2072）－5

2016－2017年度　委員会事業計画
雑誌委員会

委員長　野口　英壽
１.基本方針
　購読を義務づけられている「ロータリーの友」の
読書意欲を向上させ、ロータリアンとしての誇りと
見識を高め、ロータリークラブへの理解を深める。

２.事業計画
⑴第一例会に於いて「ロータリーの友」の記事を紹
介する。
⑵雑誌月間に卓話をする。
⑶「ロータリーの友」への投稿を会員の皆様に積極
的にお願いし、掲載されるよう努力いたします。
⑷地域内の関係高等学校に送付。

プログラム委員会
委員長　 岡村　太郎

１.基本方針
　年間・月間のプログラムを作成し、適切な時間配
分と、スムーズな司会進行を委員会全員で力をあわ
せて担当していきます。
　楽しくアットホームな例会の雰囲気を作っていき
ながら、ビジターやゲストの方々にお褒め頂ける様
なマナーの向上を目指していきます。また、卓話の
選考には各月間に因んだ魅力ある話題を提供し、例
会に参加することが楽しくなり出席率の向上に寄与
出来るようなプログラムを目指していきます。

２.事業計画
⑴年間プログラムを作成する。
⑵理事、役員会に当月及び次月の例会プログラムを
提案、検討する。
・卓話者の選定依頼
・イニシエーションスピーチの依頼
・外部講師による卓話の提案依頼
⑶毎月最終例会に「親睦の時間」を設ける。
⑷週報に次週例会予告を掲載する。
⑸各委員会と連携をし、例会の進行をスムーズに行
う。
⑹移動例会に際しては、各担当委員会と協力する。
⑺例会中のマナー向上に対しては、会場運営委員会
やニコニコBOX委員会と協力をしながら厳粛に
行う。

　みなさんこんにちは。本年度、第３分区のガバナー補佐を務めます、幡谷誠
でございます。
　年当初の貴重な例会にお時間を頂き、ありがとうございます。本日は、但野
セクレタリーと共に新年度のご挨拶にまいりました。
　本年度は、諮問委員の佐藤パストガバナー・長谷川パストガバナー、クラブ奉仕総括委員長の井澤様・
クラブ奉仕に長洲様、篠原様、青少年奉仕に竹内様、国際奉仕に石川様と大勢の方を地区に出して頂きあ
りがとうございます。
　４年前、私が水戸ロータリークラブの会長の時、水戸南ロータリークラブの会長は松本さん、幹事は島
根さんでした。これから一年、私を応援して頂けるものと心強く思っております。尚、分区の親善ゴルフ
大会は10月31日㈪、スターツ笠間GCで小林大次郎実行委員長のもと開催いたします。また、第３分区の
IMは来年の２月５日㈰、安徹実行委員長のもと、三の丸ホテルで開催いたします。皆様のご参加をお願い
いたします。綿引会長、米田幹事のもと水戸南ロータリークラブの益々の発展を祈念し、この一年、地区
へのご協力をお願い申し上げます。
　別件で申し訳ありません。水戸ジュニアオーケストラにご支援いただき感謝いたします。

奉仕プロジェクト 
委員長　根本　　次

１.基本方針
　職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕、姉
妹・友好クラブ交流、の各委員会が効果的に活動で
きるよう、調整を図っていきたい。

２.事業計画
⑴各委員会同士が連携、協力しあい、各委員会の事
業計画をもとに、より良い奉仕活動の実践を目指
す。
⑵奉仕活動へ多くの会員が参加できるよう、情報を
提供し、奉仕活動を通じてロータリークラブのイ
メージ推進を目指す。

職業奉仕
委員長　河野　正政

１.基本方針
　職業奉仕の意義と目的、委員会活動などを会員に
理解していただくとともに「四つのテスト」に基づ
き、各自の職業を通じて社会に奉仕することを提
唱、ロータリークラブとして地域社会に「奉仕の理
想」を実践していく。

２.事業計画
①職業奉仕の実践に不可欠な「四つのテスト」を例
会場に掲示する。
②「職業奉仕月間」においては、地域社会に貢献す
る企業へ職場訪問を行う。
③当クラブ会員の職業を理解するために各会員の事
業所を訪問取材して、週報等に定期的に掲載す
る。

社会奉仕
委員長　奈良　早苗

１.基本方針
　地域住民の生活向上及び公共の為に奉仕すること
は、正にロータリーの責務であります。
　社会奉仕委員会は“超我の奉仕”に基づき、奉仕に
役立つ支援や援助を実践する委員会でもあります。

２.事業計画
⑴継続的に地域でボランティア活動を行っている団
体・グループに対し支援する。
⑵地域住民、子供の安全を守る為、事故や事件を未
然に防ぐ為の事業を行う。
⑶水戸市内の小学校講堂に緞帳を寄贈する。
⑷ロータリーのメンバー及び家族も含め、知恵と労
力を結集した事業を行う。

就 任 挨 拶
国際ロータリー第2820地区
第３分区ガバナー補佐

幡谷　誠（水戸RC）

2016－2017年度　委員会事業計画
青少年奉仕

委員長　斎藤　孝夫
１.基本方針
　５大奉仕のひとつである青少年奉仕の意義につい
て理解を深め、地域社会の次代を担う青少年に有意
義な事業を行う。

２.事業計画
・ミニバスケットボール大会「水戸南ロータリーク
ラブ杯」の開催。

・インターアクト、ローターアクト、ライラ、青少
年交換プログラムについての理解を深め、将来に
向けての情報収集に努める。

国際奉仕
委員長　髙野　　賢

１.基本方針
・ジョン・ジャームRI会長のテーマである「人類
に奉仕するロータリー」の実現をサポートする、
国際奉仕活動に取り組む。

・これまで水戸南RCが取り組んできた、タイにお
ける国際奉仕活動の継続を図る。

２.事業計画
・タイ第3350地区（友好地区）へ中古消防自動車
の贈呈を計画する。

・タイの友好クラブであるシーロムRCとの友好を
図る。

・2017年６月に米国アトランタで開催される国際
大会に多くの会員が参加する様に啓蒙を図る。

・他のクラブが提唱する「この指とまれ事業」に協
力する。

姉妹・友好クラブ交流
委員長　及川　　譲

１.基本方針
　韓国清州西原RCと高松西RCとの有意義な親睦
を深め、交流が計れるよう、会員と共に、友好かつ
交流の活動促進を行う。

２.事業計画
⑴年度当初に理事・役員変更について相互報告す
る。

⑵年間行事・事業・ガバナー現状報告について相互
報告する。

⑶水戸南RCと高松西RCとの相互の交流を深める
為、訪問する。

⑷水戸南RCと韓国清州西原RCとの相互の交流を
深める為、訪問する。

ロータリー財団
委員長　米森　　厚

１.基本方針
　ロータリー財団の使命である人道的・教育的プロ
グラムを通して、世界理解・親善・平和を達成する
事を会員に機会あるごとにその意義と重要性をうっ
たえて、より一層の協力をお願いする。

２.事業計画
⑴財団寄付１人130ドル目標
⑵ポリオ撲滅基金１人20ドル目標
⑶ベネファクター（1,000ドル寄付）は１名以上
目標
⑷地域社会、国際社会に奉仕するための財源である
寄付を有効に活用できる様、奉仕活動委員会とも
協力し、地区補助金申請等を行う。

米山記念奨学委員会
委員長　宇留野　秀一

１.基本方針
●米山奨学生に対して、日本の良さやロータリー活
動の喜びをより理解してもらえるよう努める。
●各会員に対して、米山記念奨学制度の意義ついて
より理解してもらうよう努める。
●奨学生の出身国や勉学のことなどについて、理解
しあう機会を作る。
●これらにより、奨学生とクラブ会員それぞれの活
動が充実するための一助となる。

２.事業計画
⑴寄付額の目標を会員一人当たり、特別寄付2.5万
円とし、目標の達成に努力する。
⑵奨学金授与の際に米山奨学生の近況報告を実施す
る。
⑶米山月間には、奨学生の卓話を実施する。
⑷米山記念奨学制度の理解が得られるよう、例会会
務報告や1-3奉仕研究会などにおいて、可能な限
り会員に情報伝達をしていく。
⑸米山奨学生には、できる限り例会やその他行事な
どにおいて会員との交流を図ってもらえるよう、
カウンセラーと協力して接点を作り、参加型募金
活動にしていく。

ニコニコBOX委員会
委員長　太田　聖史

１.基本方針
　ニコニコBOXは、クラブ奉仕活動事業に欠かせ
ない大切な財源のひとつです。
　会員の皆様に、好意と善意の奉仕活動資金をご献
金いただけるよう、積極的に呼びかけていきたいと
思います。
　皆様、一年間、ご協力の程よろしくお願い申し上
げます。

２.事業計画
⑴一人当たりの年間寄付金目標額を￥30,000とし
ます。
⑵各奉仕活動委員会と連携をとり、奉仕活動に有効
利用できるようにします。
⑶Ⅰ－Ⅲ奉仕研究会、SRG、野球等に積極的に献
金の呼びかけを行います。

⑷個人の目標達成状況を、随時、レターボックスに
配布させていただきます。
⑸目標達成会員全員に記念品を贈呈させていただき
ます。

会計 
委員長　磯崎　和実

１.基本方針
　クラブ財務の健全性維持を図り、適正な予算編成
及び決算の厳正な会計処理を実践していく。

２.事業計画
⑴会長・幹事と連携を図り、クラブの運営が資金面
で円滑に行えるように努める。
⑵事務局と連携を図り、支払を遅滞なく行う。
⑶効果的なクラブ運営のため、予算配分・支出の均
衡を各委員会に協力依頼し、予算超過をなくし、
支払を厳正に行う。
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2016－2017年度　委員会事業計画
青少年奉仕

委員長　斎藤　孝夫
１.基本方針
　５大奉仕のひとつである青少年奉仕の意義につい
て理解を深め、地域社会の次代を担う青少年に有意
義な事業を行う。

２.事業計画
・ミニバスケットボール大会「水戸南ロータリーク
ラブ杯」の開催。
・インターアクト、ローターアクト、ライラ、青少
年交換プログラムについての理解を深め、将来に
向けての情報収集に努める。

国際奉仕
委員長　髙野　　賢

１.基本方針
・ジョン・ジャームRI会長のテーマである「人類
に奉仕するロータリー」の実現をサポートする、
国際奉仕活動に取り組む。
・これまで水戸南RCが取り組んできた、タイにお
ける国際奉仕活動の継続を図る。

２.事業計画
・タイ第3350地区（友好地区）へ中古消防自動車
の贈呈を計画する。
・タイの友好クラブであるシーロムRCとの友好を
図る。
・2017年６月に米国アトランタで開催される国際
大会に多くの会員が参加する様に啓蒙を図る。
・他のクラブが提唱する「この指とまれ事業」に協
力する。

姉妹・友好クラブ交流
委員長　及川　　譲

１.基本方針
　韓国清州西原RCと高松西RCとの有意義な親睦
を深め、交流が計れるよう、会員と共に、友好かつ
交流の活動促進を行う。

２.事業計画
⑴年度当初に理事・役員変更について相互報告す
る。
⑵年間行事・事業・ガバナー現状報告について相互
報告する。
⑶水戸南RCと高松西RCとの相互の交流を深める
為、訪問する。

⑷水戸南RCと韓国清州西原RCとの相互の交流を
深める為、訪問する。

ロータリー財団
委員長　米森　　厚

１.基本方針
　ロータリー財団の使命である人道的・教育的プロ
グラムを通して、世界理解・親善・平和を達成する
事を会員に機会あるごとにその意義と重要性をうっ
たえて、より一層の協力をお願いする。

２.事業計画
⑴財団寄付１人130ドル目標
⑵ポリオ撲滅基金１人20ドル目標
⑶ベネファクター（1,000ドル寄付）は１名以上
目標
⑷地域社会、国際社会に奉仕するための財源である
寄付を有効に活用できる様、奉仕活動委員会とも
協力し、地区補助金申請等を行う。

米山記念奨学委員会
委員長　宇留野　秀一

１.基本方針
●米山奨学生に対して、日本の良さやロータリー活
動の喜びをより理解してもらえるよう努める。
●各会員に対して、米山記念奨学制度の意義ついて
より理解してもらうよう努める。
●奨学生の出身国や勉学のことなどについて、理解
しあう機会を作る。
●これらにより、奨学生とクラブ会員それぞれの活
動が充実するための一助となる。

２.事業計画
⑴寄付額の目標を会員一人当たり、特別寄付2.5万
円とし、目標の達成に努力する。
⑵奨学金授与の際に米山奨学生の近況報告を実施す
る。
⑶米山月間には、奨学生の卓話を実施する。
⑷米山記念奨学制度の理解が得られるよう、例会会
務報告や1-3奉仕研究会などにおいて、可能な限
り会員に情報伝達をしていく。
⑸米山奨学生には、できる限り例会やその他行事な
どにおいて会員との交流を図ってもらえるよう、
カウンセラーと協力して接点を作り、参加型募金
活動にしていく。

ニコニコBOX委員会
委員長　太田　聖史

１.基本方針
　ニコニコBOXは、クラブ奉仕活動事業に欠かせ
ない大切な財源のひとつです。
　会員の皆様に、好意と善意の奉仕活動資金をご献
金いただけるよう、積極的に呼びかけていきたいと
思います。
　皆様、一年間、ご協力の程よろしくお願い申し上
げます。

２.事業計画
⑴一人当たりの年間寄付金目標額を￥30,000とし
ます。

⑵各奉仕活動委員会と連携をとり、奉仕活動に有効
利用できるようにします。

⑶Ⅰ－Ⅲ奉仕研究会、SRG、野球等に積極的に献
金の呼びかけを行います。

⑷個人の目標達成状況を、随時、レターボックスに
配布させていただきます。

⑸目標達成会員全員に記念品を贈呈させていただき
ます。

会計 
委員長　磯崎　和実

１.基本方針
　クラブ財務の健全性維持を図り、適正な予算編成
及び決算の厳正な会計処理を実践していく。

２.事業計画
⑴会長・幹事と連携を図り、クラブの運営が資金面
で円滑に行えるように努める。

⑵事務局と連携を図り、支払を遅滞なく行う。
⑶効果的なクラブ運営のため、予算配分・支出の均
衡を各委員会に協力依頼し、予算超過をなくし、
支払を厳正に行う。
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青少年奉仕
委員長　斎藤　孝夫

１.基本方針
　５大奉仕のひとつである青少年奉仕の意義につい
て理解を深め、地域社会の次代を担う青少年に有意
義な事業を行う。

２.事業計画
・ミニバスケットボール大会「水戸南ロータリーク
ラブ杯」の開催。
・インターアクト、ローターアクト、ライラ、青少
年交換プログラムについての理解を深め、将来に
向けての情報収集に努める。

国際奉仕
委員長　髙野　　賢

１.基本方針
・ジョン・ジャームRI会長のテーマである「人類
に奉仕するロータリー」の実現をサポートする、
国際奉仕活動に取り組む。
・これまで水戸南RCが取り組んできた、タイにお
ける国際奉仕活動の継続を図る。

２.事業計画
・タイ第3350地区（友好地区）へ中古消防自動車
の贈呈を計画する。
・タイの友好クラブであるシーロムRCとの友好を
図る。
・2017年６月に米国アトランタで開催される国際
大会に多くの会員が参加する様に啓蒙を図る。
・他のクラブが提唱する「この指とまれ事業」に協
力する。

姉妹・友好クラブ交流
委員長　及川　　譲

１.基本方針
　韓国清州西原RCと高松西RCとの有意義な親睦
を深め、交流が計れるよう、会員と共に、友好かつ
交流の活動促進を行う。

２.事業計画
⑴年度当初に理事・役員変更について相互報告す
る。
⑵年間行事・事業・ガバナー現状報告について相互
報告する。
⑶水戸南RCと高松西RCとの相互の交流を深める
為、訪問する。

⑷水戸南RCと韓国清州西原RCとの相互の交流を
深める為、訪問する。

ロータリー財団
委員長　米森　　厚

１.基本方針
　ロータリー財団の使命である人道的・教育的プロ
グラムを通して、世界理解・親善・平和を達成する
事を会員に機会あるごとにその意義と重要性をうっ
たえて、より一層の協力をお願いする。

２.事業計画
⑴財団寄付１人130ドル目標
⑵ポリオ撲滅基金１人20ドル目標
⑶ベネファクター（1,000ドル寄付）は１名以上
目標

⑷地域社会、国際社会に奉仕するための財源である
寄付を有効に活用できる様、奉仕活動委員会とも
協力し、地区補助金申請等を行う。

米山記念奨学委員会
委員長　宇留野　秀一

１.基本方針
●米山奨学生に対して、日本の良さやロータリー活
動の喜びをより理解してもらえるよう努める。

●各会員に対して、米山記念奨学制度の意義ついて
より理解してもらうよう努める。

●奨学生の出身国や勉学のことなどについて、理解
しあう機会を作る。

●これらにより、奨学生とクラブ会員それぞれの活
動が充実するための一助となる。

２.事業計画
⑴寄付額の目標を会員一人当たり、特別寄付2.5万
円とし、目標の達成に努力する。

⑵奨学金授与の際に米山奨学生の近況報告を実施す
る。

⑶米山月間には、奨学生の卓話を実施する。
⑷米山記念奨学制度の理解が得られるよう、例会会
務報告や1-3奉仕研究会などにおいて、可能な限
り会員に情報伝達をしていく。

⑸米山奨学生には、できる限り例会やその他行事な
どにおいて会員との交流を図ってもらえるよう、
カウンセラーと協力して接点を作り、参加型募金
活動にしていく。

ニコニコBOX委員会
委員長　太田　聖史

１.基本方針
　ニコニコBOXは、クラブ奉仕活動事業に欠かせ
ない大切な財源のひとつです。
　会員の皆様に、好意と善意の奉仕活動資金をご献
金いただけるよう、積極的に呼びかけていきたいと
思います。
　皆様、一年間、ご協力の程よろしくお願い申し上
げます。

２.事業計画
⑴一人当たりの年間寄付金目標額を￥30,000とし
ます。

⑵各奉仕活動委員会と連携をとり、奉仕活動に有効
利用できるようにします。

⑶Ⅰ－Ⅲ奉仕研究会、SRG、野球等に積極的に献
金の呼びかけを行います。

⑷個人の目標達成状況を、随時、レターボックスに
配布させていただきます。
⑸目標達成会員全員に記念品を贈呈させていただき
ます。

会計 
委員長　磯崎　和実

１.基本方針
　クラブ財務の健全性維持を図り、適正な予算編成
及び決算の厳正な会計処理を実践していく。

２.事業計画
⑴会長・幹事と連携を図り、クラブの運営が資金面
で円滑に行えるように努める。
⑵事務局と連携を図り、支払を遅滞なく行う。
⑶効果的なクラブ運営のため、予算配分・支出の均
衡を各委員会に協力依頼し、予算超過をなくし、
支払を厳正に行う。

2016－2017年度　委員会事業計画

７月第２例会 ７月８日（金）
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水越会員組織委員長

橋本会員増強委員長

市毛会員選考委員長

鈴木クラブ管理運営委員長

武田職業分類委員長

水口ロータリー情報委員長

青少年奉仕
委員長　斎藤　孝夫

１.基本方針
　５大奉仕のひとつである青少年奉仕の意義につい
て理解を深め、地域社会の次代を担う青少年に有意
義な事業を行う。

２.事業計画
・ミニバスケットボール大会「水戸南ロータリーク
ラブ杯」の開催。

・インターアクト、ローターアクト、ライラ、青少
年交換プログラムについての理解を深め、将来に
向けての情報収集に努める。

国際奉仕
委員長　髙野　　賢

１.基本方針
・ジョン・ジャームRI会長のテーマである「人類
に奉仕するロータリー」の実現をサポートする、
国際奉仕活動に取り組む。

・これまで水戸南RCが取り組んできた、タイにお
ける国際奉仕活動の継続を図る。

２.事業計画
・タイ第3350地区（友好地区）へ中古消防自動車
の贈呈を計画する。

・タイの友好クラブであるシーロムRCとの友好を
図る。

・2017年６月に米国アトランタで開催される国際
大会に多くの会員が参加する様に啓蒙を図る。

・他のクラブが提唱する「この指とまれ事業」に協
力する。

姉妹・友好クラブ交流
委員長　及川　　譲

１.基本方針
　韓国清州西原RCと高松西RCとの有意義な親睦
を深め、交流が計れるよう、会員と共に、友好かつ
交流の活動促進を行う。

２.事業計画
⑴年度当初に理事・役員変更について相互報告す
る。

⑵年間行事・事業・ガバナー現状報告について相互
報告する。

⑶水戸南RCと高松西RCとの相互の交流を深める
為、訪問する。

⑷水戸南RCと韓国清州西原RCとの相互の交流を
深める為、訪問する。

ロータリー財団
委員長　米森　　厚

１.基本方針
　ロータリー財団の使命である人道的・教育的プロ
グラムを通して、世界理解・親善・平和を達成する
事を会員に機会あるごとにその意義と重要性をうっ
たえて、より一層の協力をお願いする。

２.事業計画
⑴財団寄付１人130ドル目標
⑵ポリオ撲滅基金１人20ドル目標
⑶ベネファクター（1,000ドル寄付）は１名以上
目標
⑷地域社会、国際社会に奉仕するための財源である
寄付を有効に活用できる様、奉仕活動委員会とも
協力し、地区補助金申請等を行う。

米山記念奨学委員会
委員長　宇留野　秀一

１.基本方針
●米山奨学生に対して、日本の良さやロータリー活
動の喜びをより理解してもらえるよう努める。
●各会員に対して、米山記念奨学制度の意義ついて
より理解してもらうよう努める。
●奨学生の出身国や勉学のことなどについて、理解
しあう機会を作る。
●これらにより、奨学生とクラブ会員それぞれの活
動が充実するための一助となる。

２.事業計画
⑴寄付額の目標を会員一人当たり、特別寄付2.5万
円とし、目標の達成に努力する。
⑵奨学金授与の際に米山奨学生の近況報告を実施す
る。
⑶米山月間には、奨学生の卓話を実施する。
⑷米山記念奨学制度の理解が得られるよう、例会会
務報告や1-3奉仕研究会などにおいて、可能な限
り会員に情報伝達をしていく。
⑸米山奨学生には、できる限り例会やその他行事な
どにおいて会員との交流を図ってもらえるよう、
カウンセラーと協力して接点を作り、参加型募金
活動にしていく。

ニコニコBOX委員会
委員長　太田　聖史

１.基本方針
　ニコニコBOXは、クラブ奉仕活動事業に欠かせ
ない大切な財源のひとつです。
　会員の皆様に、好意と善意の奉仕活動資金をご献
金いただけるよう、積極的に呼びかけていきたいと
思います。
　皆様、一年間、ご協力の程よろしくお願い申し上
げます。

２.事業計画
⑴一人当たりの年間寄付金目標額を￥30,000とし
ます。
⑵各奉仕活動委員会と連携をとり、奉仕活動に有効
利用できるようにします。
⑶Ⅰ－Ⅲ奉仕研究会、SRG、野球等に積極的に献
金の呼びかけを行います。

⑷個人の目標達成状況を、随時、レターボックスに
配布させていただきます。
⑸目標達成会員全員に記念品を贈呈させていただき
ます。

会計 
委員長　磯崎　和実

１.基本方針
　クラブ財務の健全性維持を図り、適正な予算編成
及び決算の厳正な会計処理を実践していく。

２.事業計画
⑴会長・幹事と連携を図り、クラブの運営が資金面
で円滑に行えるように努める。
⑵事務局と連携を図り、支払を遅滞なく行う。
⑶効果的なクラブ運営のため、予算配分・支出の均
衡を各委員会に協力依頼し、予算超過をなくし、
支払を厳正に行う。
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2016－2017年度　委員会事業計画
雑誌委員会

委員長　野口　英壽
１.基本方針
　購読を義務づけられている「ロータリーの友」の
読書意欲を向上させ、ロータリアンとしての誇りと
見識を高め、ロータリークラブへの理解を深める。

２.事業計画
⑴第一例会に於いて「ロータリーの友」の記事を紹
介する。

⑵雑誌月間に卓話をする。
⑶「ロータリーの友」への投稿を会員の皆様に積極
的にお願いし、掲載されるよう努力いたします。

⑷地域内の関係高等学校に送付。

プログラム委員会
委員長　 岡村　太郎

１.基本方針
　年間・月間のプログラムを作成し、適切な時間配
分と、スムーズな司会進行を委員会全員で力をあわ
せて担当していきます。
　楽しくアットホームな例会の雰囲気を作っていき
ながら、ビジターやゲストの方々にお褒め頂ける様
なマナーの向上を目指していきます。また、卓話の
選考には各月間に因んだ魅力ある話題を提供し、例
会に参加することが楽しくなり出席率の向上に寄与
出来るようなプログラムを目指していきます。

２.事業計画
⑴年間プログラムを作成する。
⑵理事、役員会に当月及び次月の例会プログラムを
提案、検討する。
・卓話者の選定依頼
・イニシエーションスピーチの依頼
・外部講師による卓話の提案依頼

⑶毎月最終例会に「親睦の時間」を設ける。
⑷週報に次週例会予告を掲載する。
⑸各委員会と連携をし、例会の進行をスムーズに行
う。

⑹移動例会に際しては、各担当委員会と協力する。
⑺例会中のマナー向上に対しては、会場運営委員会
やニコニコBOX委員会と協力をしながら厳粛に
行う。

　みなさんこんにちは。本年度、第３分区のガバナー補佐を務めます、幡谷誠
でございます。
　年当初の貴重な例会にお時間を頂き、ありがとうございます。本日は、但野
セクレタリーと共に新年度のご挨拶にまいりました。
　本年度は、諮問委員の佐藤パストガバナー・長谷川パストガバナー、クラブ奉仕総括委員長の井澤様・
クラブ奉仕に長洲様、篠原様、青少年奉仕に竹内様、国際奉仕に石川様と大勢の方を地区に出して頂きあ
りがとうございます。
　４年前、私が水戸ロータリークラブの会長の時、水戸南ロータリークラブの会長は松本さん、幹事は島
根さんでした。これから一年、私を応援して頂けるものと心強く思っております。尚、分区の親善ゴルフ
大会は10月31日㈪、スターツ笠間GCで小林大次郎実行委員長のもと開催いたします。また、第３分区の
IMは来年の２月５日㈰、安徹実行委員長のもと、三の丸ホテルで開催いたします。皆様のご参加をお願い
いたします。綿引会長、米田幹事のもと水戸南ロータリークラブの益々の発展を祈念し、この一年、地区
へのご協力をお願い申し上げます。
　別件で申し訳ありません。水戸ジュニアオーケストラにご支援いただき感謝いたします。

奉仕プロジェクト 
委員長　根本　　次

１.基本方針
　職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕、姉
妹・友好クラブ交流、の各委員会が効果的に活動で
きるよう、調整を図っていきたい。

２.事業計画
⑴各委員会同士が連携、協力しあい、各委員会の事
業計画をもとに、より良い奉仕活動の実践を目指
す。
⑵奉仕活動へ多くの会員が参加できるよう、情報を
提供し、奉仕活動を通じてロータリークラブのイ
メージ推進を目指す。

職業奉仕
委員長　河野　正政

１.基本方針
　職業奉仕の意義と目的、委員会活動などを会員に
理解していただくとともに「四つのテスト」に基づ
き、各自の職業を通じて社会に奉仕することを提
唱、ロータリークラブとして地域社会に「奉仕の理
想」を実践していく。

２.事業計画
①職業奉仕の実践に不可欠な「四つのテスト」を例
会場に掲示する。
②「職業奉仕月間」においては、地域社会に貢献す
る企業へ職場訪問を行う。
③当クラブ会員の職業を理解するために各会員の事
業所を訪問取材して、週報等に定期的に掲載す
る。

社会奉仕
委員長　奈良　早苗

１.基本方針
　地域住民の生活向上及び公共の為に奉仕すること
は、正にロータリーの責務であります。
　社会奉仕委員会は“超我の奉仕”に基づき、奉仕に
役立つ支援や援助を実践する委員会でもあります。

２.事業計画
⑴継続的に地域でボランティア活動を行っている団
体・グループに対し支援する。
⑵地域住民、子供の安全を守る為、事故や事件を未
然に防ぐ為の事業を行う。
⑶水戸市内の小学校講堂に緞帳を寄贈する。
⑷ロータリーのメンバー及び家族も含め、知恵と労
力を結集した事業を行う。

就 任 挨 拶
国際ロータリー第2820地区
第３分区ガバナー補佐

幡谷　誠（水戸RC）



青少年奉仕
委員長　斎藤　孝夫

１.基本方針
　５大奉仕のひとつである青少年奉仕の意義につい
て理解を深め、地域社会の次代を担う青少年に有意
義な事業を行う。

２.事業計画
・ミニバスケットボール大会「水戸南ロータリーク
ラブ杯」の開催。

・インターアクト、ローターアクト、ライラ、青少
年交換プログラムについての理解を深め、将来に
向けての情報収集に努める。

国際奉仕
委員長　髙野　　賢

１.基本方針
・ジョン・ジャームRI会長のテーマである「人類
に奉仕するロータリー」の実現をサポートする、
国際奉仕活動に取り組む。

・これまで水戸南RCが取り組んできた、タイにお
ける国際奉仕活動の継続を図る。

２.事業計画
・タイ第3350地区（友好地区）へ中古消防自動車
の贈呈を計画する。

・タイの友好クラブであるシーロムRCとの友好を
図る。

・2017年６月に米国アトランタで開催される国際
大会に多くの会員が参加する様に啓蒙を図る。

・他のクラブが提唱する「この指とまれ事業」に協
力する。

姉妹・友好クラブ交流
委員長　及川　　譲

１.基本方針
　韓国清州西原RCと高松西RCとの有意義な親睦
を深め、交流が計れるよう、会員と共に、友好かつ
交流の活動促進を行う。

２.事業計画
⑴年度当初に理事・役員変更について相互報告す
る。

⑵年間行事・事業・ガバナー現状報告について相互
報告する。

⑶水戸南RCと高松西RCとの相互の交流を深める
為、訪問する。

⑷水戸南RCと韓国清州西原RCとの相互の交流を
深める為、訪問する。

ロータリー財団
委員長　米森　　厚

１.基本方針
　ロータリー財団の使命である人道的・教育的プロ
グラムを通して、世界理解・親善・平和を達成する
事を会員に機会あるごとにその意義と重要性をうっ
たえて、より一層の協力をお願いする。

２.事業計画
⑴財団寄付１人130ドル目標
⑵ポリオ撲滅基金１人20ドル目標
⑶ベネファクター（1,000ドル寄付）は１名以上
目標
⑷地域社会、国際社会に奉仕するための財源である
寄付を有効に活用できる様、奉仕活動委員会とも
協力し、地区補助金申請等を行う。

米山記念奨学委員会
委員長　宇留野　秀一

１.基本方針
●米山奨学生に対して、日本の良さやロータリー活
動の喜びをより理解してもらえるよう努める。
●各会員に対して、米山記念奨学制度の意義ついて
より理解してもらうよう努める。
●奨学生の出身国や勉学のことなどについて、理解
しあう機会を作る。
●これらにより、奨学生とクラブ会員それぞれの活
動が充実するための一助となる。

２.事業計画
⑴寄付額の目標を会員一人当たり、特別寄付2.5万
円とし、目標の達成に努力する。
⑵奨学金授与の際に米山奨学生の近況報告を実施す
る。
⑶米山月間には、奨学生の卓話を実施する。
⑷米山記念奨学制度の理解が得られるよう、例会会
務報告や1-3奉仕研究会などにおいて、可能な限
り会員に情報伝達をしていく。
⑸米山奨学生には、できる限り例会やその他行事な
どにおいて会員との交流を図ってもらえるよう、
カウンセラーと協力して接点を作り、参加型募金
活動にしていく。

ニコニコBOX委員会
委員長　太田　聖史

１.基本方針
　ニコニコBOXは、クラブ奉仕活動事業に欠かせ
ない大切な財源のひとつです。
　会員の皆様に、好意と善意の奉仕活動資金をご献
金いただけるよう、積極的に呼びかけていきたいと
思います。
　皆様、一年間、ご協力の程よろしくお願い申し上
げます。

２.事業計画
⑴一人当たりの年間寄付金目標額を￥30,000とし
ます。
⑵各奉仕活動委員会と連携をとり、奉仕活動に有効
利用できるようにします。
⑶Ⅰ－Ⅲ奉仕研究会、SRG、野球等に積極的に献
金の呼びかけを行います。

⑷個人の目標達成状況を、随時、レターボックスに
配布させていただきます。
⑸目標達成会員全員に記念品を贈呈させていただき
ます。

会計 
委員長　磯崎　和実

１.基本方針
　クラブ財務の健全性維持を図り、適正な予算編成
及び決算の厳正な会計処理を実践していく。

２.事業計画
⑴会長・幹事と連携を図り、クラブの運営が資金面
で円滑に行えるように努める。
⑵事務局と連携を図り、支払を遅滞なく行う。
⑶効果的なクラブ運営のため、予算配分・支出の均
衡を各委員会に協力依頼し、予算超過をなくし、
支払を厳正に行う。
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●これらにより、奨学生とクラブ会員それぞれの活
動が充実するための一助となる。

２.事業計画
⑴寄付額の目標を会員一人当たり、特別寄付2.5万
円とし、目標の達成に努力する。

⑵奨学金授与の際に米山奨学生の近況報告を実施す
る。

⑶米山月間には、奨学生の卓話を実施する。
⑷米山記念奨学制度の理解が得られるよう、例会会
務報告や1-3奉仕研究会などにおいて、可能な限
り会員に情報伝達をしていく。

⑸米山奨学生には、できる限り例会やその他行事な
どにおいて会員との交流を図ってもらえるよう、
カウンセラーと協力して接点を作り、参加型募金
活動にしていく。

ニコニコBOX委員会
委員長　太田　聖史

１.基本方針
　ニコニコBOXは、クラブ奉仕活動事業に欠かせ
ない大切な財源のひとつです。
　会員の皆様に、好意と善意の奉仕活動資金をご献
金いただけるよう、積極的に呼びかけていきたいと
思います。
　皆様、一年間、ご協力の程よろしくお願い申し上
げます。

２.事業計画
⑴一人当たりの年間寄付金目標額を￥30,000とし
ます。

⑵各奉仕活動委員会と連携をとり、奉仕活動に有効
利用できるようにします。

⑶Ⅰ－Ⅲ奉仕研究会、SRG、野球等に積極的に献
金の呼びかけを行います。

⑷個人の目標達成状況を、随時、レターボックスに
配布させていただきます。
⑸目標達成会員全員に記念品を贈呈させていただき
ます。

会計 
委員長　磯崎　和実

１.基本方針
　クラブ財務の健全性維持を図り、適正な予算編成
及び決算の厳正な会計処理を実践していく。

２.事業計画
⑴会長・幹事と連携を図り、クラブの運営が資金面
で円滑に行えるように努める。
⑵事務局と連携を図り、支払を遅滞なく行う。
⑶効果的なクラブ運営のため、予算配分・支出の均
衡を各委員会に協力依頼し、予算超過をなくし、
支払を厳正に行う。

2016－2017年度　委員会事業計画

７月第２例会 ７月８日（金）
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水越会員組織委員長

橋本会員増強委員長

市毛会員選考委員長

鈴木クラブ管理運営委員長

武田職業分類委員長

水口ロータリー情報委員長

郡司出席委員長

深谷広報委員長

赤岩会場運営委員長

奈良社会奉仕委員長

米川親睦活動副委員長

長洲IT資料委員長

７月第２例会 ７月８日（金）
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2016－2017年度　委員会事業計画
雑誌委員会

委員長　野口　英壽
１.基本方針
　購読を義務づけられている「ロータリーの友」の
読書意欲を向上させ、ロータリアンとしての誇りと
見識を高め、ロータリークラブへの理解を深める。

２.事業計画
⑴第一例会に於いて「ロータリーの友」の記事を紹
介する。
⑵雑誌月間に卓話をする。
⑶「ロータリーの友」への投稿を会員の皆様に積極
的にお願いし、掲載されるよう努力いたします。
⑷地域内の関係高等学校に送付。

プログラム委員会
委員長　 岡村　太郎

１.基本方針
　年間・月間のプログラムを作成し、適切な時間配
分と、スムーズな司会進行を委員会全員で力をあわ
せて担当していきます。
　楽しくアットホームな例会の雰囲気を作っていき
ながら、ビジターやゲストの方々にお褒め頂ける様
なマナーの向上を目指していきます。また、卓話の
選考には各月間に因んだ魅力ある話題を提供し、例
会に参加することが楽しくなり出席率の向上に寄与
出来るようなプログラムを目指していきます。

２.事業計画
⑴年間プログラムを作成する。
⑵理事、役員会に当月及び次月の例会プログラムを
提案、検討する。
・卓話者の選定依頼
・イニシエーションスピーチの依頼
・外部講師による卓話の提案依頼
⑶毎月最終例会に「親睦の時間」を設ける。
⑷週報に次週例会予告を掲載する。
⑸各委員会と連携をし、例会の進行をスムーズに行
う。
⑹移動例会に際しては、各担当委員会と協力する。
⑺例会中のマナー向上に対しては、会場運営委員会
やニコニコBOX委員会と協力をしながら厳粛に
行う。

　みなさんこんにちは。本年度、第３分区のガバナー補佐を務めます、幡谷誠
でございます。
　年当初の貴重な例会にお時間を頂き、ありがとうございます。本日は、但野
セクレタリーと共に新年度のご挨拶にまいりました。
　本年度は、諮問委員の佐藤パストガバナー・長谷川パストガバナー、クラブ奉仕総括委員長の井澤様・
クラブ奉仕に長洲様、篠原様、青少年奉仕に竹内様、国際奉仕に石川様と大勢の方を地区に出して頂きあ
りがとうございます。
　４年前、私が水戸ロータリークラブの会長の時、水戸南ロータリークラブの会長は松本さん、幹事は島
根さんでした。これから一年、私を応援して頂けるものと心強く思っております。尚、分区の親善ゴルフ
大会は10月31日㈪、スターツ笠間GCで小林大次郎実行委員長のもと開催いたします。また、第３分区の
IMは来年の２月５日㈰、安徹実行委員長のもと、三の丸ホテルで開催いたします。皆様のご参加をお願い
いたします。綿引会長、米田幹事のもと水戸南ロータリークラブの益々の発展を祈念し、この一年、地区
へのご協力をお願い申し上げます。
　別件で申し訳ありません。水戸ジュニアオーケストラにご支援いただき感謝いたします。

奉仕プロジェクト 
委員長　根本　　次

１.基本方針
　職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕、姉
妹・友好クラブ交流、の各委員会が効果的に活動で
きるよう、調整を図っていきたい。

２.事業計画
⑴各委員会同士が連携、協力しあい、各委員会の事
業計画をもとに、より良い奉仕活動の実践を目指
す。
⑵奉仕活動へ多くの会員が参加できるよう、情報を
提供し、奉仕活動を通じてロータリークラブのイ
メージ推進を目指す。

職業奉仕
委員長　河野　正政

１.基本方針
　職業奉仕の意義と目的、委員会活動などを会員に
理解していただくとともに「四つのテスト」に基づ
き、各自の職業を通じて社会に奉仕することを提
唱、ロータリークラブとして地域社会に「奉仕の理
想」を実践していく。

２.事業計画
①職業奉仕の実践に不可欠な「四つのテスト」を例
会場に掲示する。
②「職業奉仕月間」においては、地域社会に貢献す
る企業へ職場訪問を行う。
③当クラブ会員の職業を理解するために各会員の事
業所を訪問取材して、週報等に定期的に掲載す
る。

社会奉仕
委員長　奈良　早苗

１.基本方針
　地域住民の生活向上及び公共の為に奉仕すること
は、正にロータリーの責務であります。
　社会奉仕委員会は“超我の奉仕”に基づき、奉仕に
役立つ支援や援助を実践する委員会でもあります。

２.事業計画
⑴継続的に地域でボランティア活動を行っている団
体・グループに対し支援する。
⑵地域住民、子供の安全を守る為、事故や事件を未
然に防ぐ為の事業を行う。
⑶水戸市内の小学校講堂に緞帳を寄贈する。
⑷ロータリーのメンバー及び家族も含め、知恵と労
力を結集した事業を行う。

就 任 挨 拶
国際ロータリー第2820地区
第３分区ガバナー補佐

幡谷　誠（水戸RC）
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国際ロータリー第2820地区　水戸南ロータリークラブ

◆RI加盟承認　1973年（昭和48年）６月７日
◆チャーターナイト　1974年（昭和49年）２月10日

■例会場　水戸プラザホテル  TEL.029-305-8111
■事務所　常陽銀行本店  TEL.029-225-4820
■ＵＲＬ　http://www.mito-m-rc.com

クラブ会報委員会／委員長：石井　浩一　副委員長：佐藤　昌樹　委員：村澤　義行、大金　誠

●会　長　綿引　甚介　会長エレクト　水越　光男
●幹　事　米田　英雄　副会長　　　　鈴木　憲一
　　　　　　　　　　　副幹事　　　　兼子　充裕

幹 事 報 告

出席報告 会 員 数 出 席 数 欠 席 数 本日出席率

地区スローガン：ロータリーに魅力を・一人一人が輝きを！
クラブ会長方針：全員参加で素晴らしいクラブに！RIテーマ：人類に奉仕するロータリー

７月第２例会 ７月８日（金）

第３分区ガバナー補佐 幡谷　誠会員
　　　　　　……
ガバナー補佐セクレタリー 但野友久会員
　　　　　　……
米田英雄会員……
長谷川國雄会員…
志村　保会員……
井澤卓司会員……

田口喜三郎会員…

橋本　哲会員……

軍司由佳会員……
上野義哉会員……
石川啓司会員……

太田聖史会員……

■ニコニコBOX（７月８日（金）扱）

■ゲスト

この計　　 12件　　 39,000円

今年一年、ご協力お願いします。

今年一年間、どうぞ宜しくお願い致します。
幡谷ガバナー補佐、一年間宜しくお願い致します。
綿引会長、米田幹事の就任を祝って。
本年度もニコニコを宜しくお願いします。
７月10日㈰開催のクラブ奉仕研究会は、水戸南RC
がホストを務めます。赤岩会場委員長始め、委員会
の皆様宜しくお願い致します。
綿引会長、米田幹事、各委員長の皆さん、この一年
間頑張って下さい。
もうすぐ当クラブの会員が100名となります。100
人目の新入会員勧誘にご協力お願い致します。
今年度も宜しくお願いします。
遅れましたが、本年度も宜しくお願いします。
明日、筑西市ダイヤモンドホールで開催される地区
財団セミナーへ代理出席して参ります。
志村さんは私が入会した年の幹事でした。今年は副
委員長ということで、お世話になります。

第３分区ガバナー補佐　　　幡谷　誠会員（水戸RC）
ガバナー補佐セクレタリー　但野友久会員（水戸RC）

■ビジター
水戸RC　　横須賀満夫会員

■会員メークアップ
7/ 1 　ガバナー就任式D3810　　 鈴木憲一
7/ 1 　全国ガバナー会　　　長谷川國雄　　佐藤　衛
7/ 2 　歯科医療奉仕　　　　鈴木憲一
7/ 3 　歯科医療奉仕　　　　佐藤　衛
7/ 4 　ワールド大阪REC　　工藤貴正
7/ 6 　諮問委員会　　　　　長谷川國雄
7/ 9 　ロータリー財団研究会　　石川啓司
7/10　クラブ奉仕研究会

井澤卓司　　綿引甚介　　水口二良　　米田英雄
野口英壽　　長洲雅彦　　菊池秀機　　島根昌明
赤岩賢二　　上野義哉　　原口一吉

牛舌入りフランクのグリルとカレーライス
季節の野菜を添えて

季節のサラダ

コーヒー

会食メニュー

１. 職業奉仕研究会が開催されます。
日　時：７月24日㈰　10:00～15:00
場　所：三の丸ホテル　TEL.029-221-3011
出席者：河野正政職業奉仕委員長

２. 社会奉仕研究会が開催されます。
日　時：７月30日㈯　10:00～15:00
場　所：三の丸ホテル　TEL.029-221-3011
出席者：奈良早苗社会奉仕委員長

３. 地区国際奉仕研究会が開催されます。
日時：７月31日㈰　10:00～16:00
場所：ホテルグランド東雲　TEL.029-856-2211
出席者：髙野賢国際奉仕委員長

４. 2016-2017年度予算について
各委員会毎の予算が決定致しました。

５. 新会員候補者について
本日、３名の新会員候補者の公表を致しました。

６. 次回例会日程
日　時：７月29日㈮18:30～
場　所：水戸プラザホテル
内　容：前年度出席100％会員表彰

７月誕生祝い
クラブ懇談会

＊７月22日㈮は、定款第７条１-Cにより休会とな
ります。

Vol.44  No3（第2072）－１ 2016年（平成28年）７月15日（金）

７月第３例会プログラム
2016年７月15日（金）

 1. 点鐘・開会
 2. ロータリーソング
 3. ビジター・ゲスト紹介
 4. ロータリーの時間

　「今年度の方針について」 米田英雄幹事
 5. 会　食
 6. 会務報告（出席状況報告、ニコニコＢＯＸ、

ロータリー財団、米山記念奨学、その他）
 7. 幹事報告
 8. クラブ協議会「委員会事業計画発表⑵」

雑誌、プログラム、奉仕プロジェクト、職業奉仕、
社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕、
姉妹・友好クラブ交流、ロータリー財団、
米山記念奨学、ニコニコＢＯＸ、会計

 9. ロータリーソング
10. 点鐘・閉会
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前　週訂正出席率73.86％
前々週訂正出席率78.89％93名 59名 34名 67.82％７月第２例会（７月８日）

出席状況

※今年度より各委員会事業計画発表については、「クラブ協議会」となります。
　各委員会発表の後に質疑→承認を受けるようになります。（綿引会長が議事を進行）

■米山BOX（７月８日（金）扱）
小路　實会員……米山功労者献金（第７回）

10,000円（累計170,000円）
赤岩賢二会員……米山功労者献金（第１回）

10,000円（累計110,000円）
川﨑紀子会員……米山功労者献金（第10回）

10,000円（累計100,000円）
村澤義行会員……準米山功労者献金（第３回）

10,000円（累計  30,000円）

この計　　4件　　40,000円

■ロータリー財団BOX（７月８日（金）扱）
鈴木憲一会員……メモリアル・コントリビューター
（亡き母　イヨの為に）財団の友献金（第８～10回）

＄300　30,600円（累計＄12,000）
金澤一史会員……財団の友献金　ポリオプラス（第２回）

＄100　10,200円（累計 ＄8,200）
斎藤孝夫会員……財団の友献金（第３回）

＄100　10,200円（累計 ＄4,300）
菊池秀機会員……財団の友献金（第４回）

＄100　10,200円（累計 ＄2,400）
高柳益美会員……財団の友献金（第６回）

＄100　10,200円（累計 ＄1,600）
宇留野秀一会員…財団の友献金（第５回）

＄100　10,200円（累計 ＄500）

この計　　6件　　＄800　　81,600円


